



































































ング等の下肢の筋量や筋力と走速度の間に相関関係があると報告されている（Ema et al., 2018, 
























対象 20総体 17-19総体 17-19国体 分散分析 多重比較
平均記録（s） 11.36±0.22 11.28±0.23 11.27±0.20 n.s
１位-10位平均記録（s） 11.19±0.17 11.12±0.16 11.08±0.16 n.s
11位-20位平均記録（s） 11.54±0.08 11.44±0.07 11.46±0.07 ＊ 2020総体＞17-19総体
平均風速（m） －0.13 0.35 0.78 －
２年参加人数（人） 35 46 39 －
３年参加人数（人） 32 47 28 －
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